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第２回
清瀬駅周辺の未来構想ビジョン策定に向けた
まちづくり協議会について
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• 策定スケジュール
• 過年度の検討成果
• まちづくりの課

題・将来像

• 将来像に対する
施策

 清瀬駅周辺の特性
を生かす/課題を解
決するための取り
組みについて議論

• 官民連携
• ビジョン内容（骨
子）

• ビジョン素案 • ビジョン案
• 次年度以降の進め
方
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■ 第１回協議会で提示した将来像
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２. 第１回協議会の振り返り
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• 農や医療系に頼りすぎている。潜在的魅力の発
掘が必要

• ランチできる場所がない、通勤後に買い物がで
きない

• 花や緑（桜）など、視覚的魅力が重要
• ごちゃごちゃした南口の雰囲気も一部には魅力
• ウォーカブルなまちづくり
• 清瀬らしさ、個性、コミュニティがカギ

• 定住人口は減少傾向にあり、交流人口・関係人
口を重視すべき

• 定性的なビジョンだけでなく、定量的指標（人
口ピラミッド等）も必要

■ 第１回協議会でいただいた主な意見（抜粋・要約）
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２. 第１回協議会の振り返り

１ 人口の捉え方・増やし方

２ 北口と南口の分断

３ ビジョンと現実のバランス

４ 交通・安全・移動の課題

５ まちの魅力と賑わい創出

６ 女性・若者・子育て世代の視点

７ 今後の進め方

• 北口の店舗数は激減し、高齢化・衰退傾向
• 南口のほうが課題が多く、交通・安全・バリア

フリーなどが不十分
• 南北の往来が少なく、まちとして一体感がない
• 歩道橋や駅周辺の改善が必要

• 理想だけでは実現が難しい、30年後の理想と今
解決すべき課題の切り分けが重要

• 予算制約の中、取捨選択をどうするかがカギ

• 南口ロータリーの構造的問題（バス転回不可・
バリアフリー未対応）

• 道路幅・一方通行・渋滞・交通動線の再設計が
必要

• タクシー不足・若手運転手の定着難

• 女性の声をもっと取り入れるべき
• 子育てに優しいまちは高齢者にも優しい

• ビジョンを理念だけに終わらせず、段階的に具
体化することが重要

• SDGsとの連携・整合性の確保
• 他都市の成功事例の研究
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■ 駅周辺における各エリアの特性と課題について
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資料23．清瀬駅周辺の特性・課題

お手元の特性・課題シート（A3）を見ながら、
まちの特性・課題について話をしましょう！

■ STEP1 各エリアの特性と課題の確認
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資料24．清瀬駅周辺の特性・課題

特性・課題シート（A3）を見ながら、
『特性を活かすための取り組みはどこで？なにを？』
『課題を解決するための取り組みはどこで？なにを？』

について大判地図を使いながら話をしましょう！

■ STEP2 駅周辺のまちの特性・課題に対する取り組みについて議論
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資料24．清瀬駅周辺の特性・課題

発表・まとめ

■ STEP3 発表・まとめ
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